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悪性リンパ腫は近年頻度が高まっている血液腫瘍であり、上皮系悪性腫瘍と白血病の中間の性質を有し、

病理診断が困難な腫瘍の一つである。現行の WHO 分類は多数の疾患概念を記載しているが、日常診断で

は多くの非典型例と遭遇する。演者はこれらを詳細に解析することにより、より精密な疾患分類の構築に

貢献するスタイルで研究を行ってきた。本講演では演者のこれまでの研究活動を紹介しながら非典型例解

析の重要性について述べる。 
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日時 ２０２２年５月１１日（水） 午後 5 時から午後 6 時半 
Date May 11, 2022 (Wed), 17:00 – 18:30 
場所 基礎研究棟第４講義室 及び オンライン講義(Zoom) 
Venue Lecture Room 4, 4th Floor of the Basic Medical Research Building 
言語 発表：日本語 パワーポイント：英語 
Language Talk：Japanese,  PowerPoint：English  
主催 プレミアムレクチャー実行委員会 
Organizer Premium Lecture Steering Committee 
 
＊事前連絡は不要です。No Registration required. 
＊Zoom アカウントは前週金曜日に学務課よりメールで送られる「TKR&TPRO 特論/特プロ開講通知」を 

確認して下さい。	
The URL for this lecture will be announced by the e-mail “【med-all】TKR&TPRO Lectures Scheduled 
Coming Week” sent on Friday of the previous week. 

＊特論出席カードへの押印又は NUCT のどちらでも出席が認定されます。	
Attendance is checked in the lecture room and through NUCT. The keyword for NUCT will be provided during the 
lecture.  
Attendance is checked through NUCT. The keyword for NUCT will be provided during class time.  


